
コンテナ輸送の課題とONEの対応について
第2回 国際海上コンテナ輸送の需要逼迫問題に関する情報共有会合 2022年1月14日
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アジア発荷動き推移
• 2021年の荷動きは新型コロナの影響を大きく

受けた2020年のみならず、2019年を上回る
状況が続いている。

• 特にアジア⇒北米向けの荷量は年間を通じて
高位を保っている。

• その結果、北米側の主要港では船が入港する
までに数週間かかる状況が続いており、本船
のスケジュール維持に大きな影響が出ている。

• アジア側では、中国主要港やシンガポール、
釜山においてターミナル混雑が続いている。
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船の遅延が輸送量に与える影響
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• コンテナ船の定期サービス維持には、航路に
投入されている船が一定の間隔で航行する
必要あり。

• 遅れた船がスケジュールを取り戻せない場合
は、追加で船を入れない限り、事態の解消は
不可能。解消不可能であれば一定の期間内に
輸送できる量が減ってしまう。

本船の遅延 ⇒ サービスの頻度が低下
⇒ 船腹量（＝輸送量）が低下

②船混みにより滞船が発生、欠便が発生 ③滞船日数・隻数が継続・増加、更なる欠便発生

①通常運航時

船混み・
滞船が発生!
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復航にて
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船混み・
滞船が増加!
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北米西岸の混雑状況推移
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THE Alliance(THEA)運航 日本発着北米サービスの運航状況

5

2021年度 FP1 PN1
日本発着ベース 週番号 輸出 輸入 輸出 輸入

第一四半期
（4～6月）

13週

W14 1 1 - 1 

W15 - 2 1 1 

W16 1 1 1 1 

W17 1 1 1 -

W18 1 1 - 1 

W19 1 - 1 1 

W20 1 1 1 1 

W21 - 1 1 1 

W22 1 1 1 1 

W23 1 1 1 1 

W24 1 1 1 1 

W25 - 1 2 1 

W26 2 - - 1 

週数、寄港数 13 11 12 11 12 
欠便影響割合 -15% -8% -15% -8%

第二四半期
（7～9月）

13週

W27 1 1 1 1 

W28 1 - 1 1 

W29 - 1 1 -

W30 1 1 - 2 

W31 1 1 1 -

W32 1 1 1 -

W33 1 1 1 1 

W34 1 1 - 1 

W35 1 1 - 1 

W36 - 1 1 1 

W37 1 1 1 -

W38 1 1 2 2 

W39 - - - -

週数、寄港数 13 10 11 10 10 
欠便影響割合 -23% -15% -23% -23%

第三四半期
（10～12月）

13週

W40 1 1 1 1 

W41 1 1 1 1 

W42 1 1 1 -

W43 1 1 - 1 

W44 1 1 - 1 

W45 1 - 1 1 

W46 - 1 1 -

W47 - - - 2 

W48 1 1 1 -

W49 1 1 1 1 

W50 1 1 - -

W51 1 - 2 -

W52 1 - - 1 

週数、寄港数 13 11 9 9 9 
欠便影響割合 -15% -31% -31% -31%
週数、寄港数 39 32 32 30 31 
欠便影響割合 -18% -18% -23% -21%

• THE Allianceの日本北米間直航サービス数
日本発 2サービス FP1・PN1
日本着 5サービス FP1・PS5・PS6・PN1・PN2

• 北米側の港湾混雑を受けて、日本発日本着の双方にて
欠便が多発しているが、THEAの日本発着サービスは、
欠便とならない限りは日本に寄港している。

＜日本を発着する主要2サービスの2021年度の運航状況＞
＜FP1＞
臨時船投入(ONE)
輸出実績
32/39 7便欠便
輸入実績
32/39 7便欠便

＜PN1＞
臨時船投入(ONE)
輸出実績
30/39 9便欠便
輸入実績
31/39 8便欠便
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2021年度 FP1 PN1
日本発着ベース 週番号 輸出 輸入 輸出 輸入

第四四半期
2022年
1～3月
13週

W01 1 1 - -

W02 1 1 1 -

W03 - - - 1 

W04 - 1 - -

W05 1 1 - -

W06 - 1 2 

W07 1 1 1 1 

W08 - 1 1 1 

W09 1 1 1 1 

W10 - 1 2 -

W11 1 - - -

W12 - 1 1 1 

W13 1 - 1 1 

週数、寄港数 13 7 9 9 8 
欠便影響割合 -46% -31% -31% -38%

日本発着北米サービスの運航見通し
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＜年初から３月末までの見通し＞
• 北米側の港湾混雑は改善の兆しが見えず、船の

滞船隻数・日数が増加しており、2022年も欠便
が発生する見通し。

• FP1は一航海往復35日のところ、70日かかって
おり、PN1は一航海往復42日のところ、77日
かかっている。

• ２月初頭の中国旧正月に向けて、中国発の荷動
きは再度ピークを迎えている一方、旧正月以降
も引き続き米国の消費材需要の高止まりが予想
され、短期および中期的にも港湾混雑が解消
される目途は立っていない。
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ONEの対策
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• 欠便しない限りにおいて、契約数量に対しブッキングをお引き受け
することを徹底しています。

• 日本向けサービスの日米両岸の寄港地数の最大化に努めます。

能動的対策 外部要因

欠便となる週への追加船腹の投入
（船繰りの最適化・臨時船の投入）

港湾混雑による船の滞船（入港の遅れ）

混雑港の寄港回避・主に復航における増速による
遅延回復

自然災害・荒天等の気象海象の乱れ

コンテナの追加購入によるフリートの増大
（2021年末時点2020年比 +15%)

お客様からの空コンテナの早期返却の促進

北米内陸における追加蔵置場所の確保
（シカゴ等）

北米内陸オペレーションの混乱

北米ターミナルの稼働率向上に向けての諸策
（コンテナのアジアへの輸送最大化・内陸輸送力
の増強によるターミナル占有率逓減）

お客様の実入りコンテナピックアップの促進
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終わりに
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日本はONEにとって最重要マーケットの一
つであり、今後とも１航海でも多く配船し、
コンテナ１本でも多く輸送するべく、全社
一丸となって取り組んで参ります。

ご清聴ありがとうございました。


